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岡山醫科大學解剖學教室胎生學研究室(主 任敷波教授)
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[昭 和14年11月16日 受稿]

第1章 緒 言

大 動脈 弓 ノ發 生學 的研 究ハ 古來 幾多識者 ノ注 目

セ シ處 ナ ルモ,哺 乳類ニ 於 ケル之 ガ檢 索 ハ至難 ト

セ ラ レタル處 ナ リ.然 レ ドモ コノ問題ハ比 較發 生

學 上根 幹 ヲナ スモ ノニ シ テ,且 最 モ興味 深 キモ ノ

ナル ガ故ニ 近時漸 ク檢 索 ヲ進 メラルル ニ至 レリ.

即チCongdonノ 人 胎兒ニ 於 ケル 研究(1923),

Golbノ犢 及 ビ人 胎兒ニ 於 ケル大動脈 弓及 ビ其 ノ

分 枝 ノ研究(1931)竝 ニ人胎兒ニ 於 ケル 第5動 脈 弓

ノ報告(1929), Orts Llorcaノ 豚(1934), Tandler

ノ人胎兒(1909), Zimmermannノ 兎(1889),

Hammondノ犢(1937), Tandlerノ 第5動 脈 弓 ノ

研究(1906)等 ハ其 ノ代表 的業續 ナ ラ ン.然 レ共

各種 器官 中最 モ變 態 多 キ血 管系 ノ中ニ テモ特ニ變

態甚 ダ シ キ大動脈 弓ノ發 生 ナ ル ヲ以 テ議 論亦 多

ク,甲 論乙 駁未 ダ其 ノ歸趨 ヲ見 ザ ル處尠 カ ラズ,

又 哺 乳類 ニ於 ケル成體 ノ大動脈 弓ニ 關 シテ モ,多

ク ノ研 究者ニ ヨリテ確 認 セ ラ レタルWidershein

及 ビTichomiroffノ5型 分類ニ對 シテ スラParson

及 ビGolb等 ハ 難 色 ヲ示 ス.且 同型 ノ大動 脈 弓 ヲ

有 スル動 物ニ 於 テモ各 々 ニ ヨリテ其 ノ發生 ノ過程

ニ異 同 ヲ想像 セ ラルル今 日斯 クノ 如 ク議論紛 糾 ス

ル モ亦當 然 ト言ハ ンカ,而 シテ我邦ニ 於 ケル血 管

系 ノ文獻 ハ特殊 ノモ ノ ヲ除 キテハ甚 ダ寥 々 タル状

態 ニ シテ,特ニ 哺乳類ニ 於 ケル 大動脈 弓及 ビ其 ノ

派生 血管ニ 關 ス ル 詳細 ナ ル 報 告ハ未 ダ之 ヲ知 ラ

ズ.如 上 ノ状 態 ナル ヲ以 テOrts Llorcaモ 豚 胎

兒ニ於 ケル 大動脈 弓 ノ發 生ニ 關 スル 論文 ノ胃頭 ニ

述 ベ タル ガ如 ク 「哺乳 類ニ 於 テハ各動 物ニ ヨ リテ

各 々其 ノ發生經 路 ヲ異ニス ル ガ故ニ 多數 ノ動 物ニ

就 テ之 ヲ檢索 シ」 以 テ哺乳類 ノ大動脈 弓 ノ發 生學

的研 究 ヲ完 成 スベ キ ヲ惟 ヒ,其 ノ一端 トモナ ラ ン

事 ヲ希 ヒ ツツ先 ヅ二十 日鼠 胎兒 ニ就 テ之 ヲ檢 索セ

リ.元 來動脈 弓ノ發 生 ハ血管 系統發 生 ノ根幹 ヲナ

スモ ノニ シテ,且 血管 系統ハ 其 ノ特 有 ナル機能 ヨ

リシテ,各 動脈ハ 各 々必 ズ相連 絡 シテ發 生 シ他器

官 ノ如 ク獨 立 シテ發 生 スル コ トナシ,從 ツテ其 ノ

研究 ハ非常 ニ廣範圍 トナル ヲ以 テ余 ハ末梢 血管ニ

ハ論及 スル コ トナク專 ラ動 脈 弓及 ビ其 ノ分枝ニ 就

テ其 ノ發生 ヲ追 求 セ リ.特ニ 動脹 弓ノ發 生學 的研

究 中最 モ議論多 キ外 頸動脈 ノ原基,左 右 ノ第4動

脈 弓 ノ運 命,第5動 脈 弓,肺 動脈 ノ發 生 ノ經過,

無 名幹 ノ形成經 路 等ニ 就 テ意 ヲ用 ヒタ リ.

第2章 檢 索 ノ材 料 及 ビ 方 法

檢索ニ ハ總 テ當教室ニ 於 テ蒐集 セ ラ レタル,二

十 日鼠胎兒 切 片標 本 ヨ リ本研 究ニ 必要 ナル發 育 階

梯 ノモノ ヲ撰 定セ リ,コ ノ切 片ハ 胎兒 採取 後直ニ

Zenker氏 液又 ハFormalin-Alkoholニ テ固 定 シ,

Borax-CarininノStuck-Farbungヲ 施 シ,所 定

ノ方 法 ヲ經 テParaffinニ 包埋 後總 テ10μ ノ横斷

連續 切片 トセ ルモ ノ及 ビ横斷 切片作製 後Hama-
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哺乳類ニ於ケル大動脈弓及ビ其ノ分枝ノ發生學的研究 1889

toxylin-Eosin重 複染 色 ヲ施 セル モノナ リ,各 階

梯ニ 於 ケ ル動 脈 弓ハ總 テEdinger氏 ノZeichenap-

paratニ ヨ リテ擴 大 模寫 シBorn-peter氏 重積 法

ニヨ リテ總 テ100倍 ノ複 製蝋板 模型 ヲ作 リテ檢 索

ニ資シ タ リ.

第3章 檢 索 所 見

第1階 梯 胎兒Nr. 47 體 長2.5mm

本 胎兒 ハ 第1,第2,第3動 脈 弓 ノ3弓 ヲ有 ス,左

右共ニ 第2動 脈 弓ハ最 モ強 大ニ シテ第1動 脈 弓之

ニ次ギ第3動 脈 弓ハ形 成 ノ初 メナル ヲ以テ最 モ纎

細 ニシテ,背 部大動脈 ト動脈 幹Truncus arteriosus

トノ連絡 ヲ漸 ク終 レル ノ ミ,背 部大動 脈 ハ耳 原基

ノ腹 方 ニ於 テ第2動 脈 弓 ヲ,其 ノ頭方 ニ於 テ第1

動脈 弓 ヲ,其 ノ尾方 ニ於 テ第3動 脈 弓 ヲ受 ク.背

部 大動脈 ノ第1,第2動 脈 弓間 ノ部 ハ,第2,第3動

脈 弓間 ノ部ヨ リモ長 ク從 ツテ第2,第3動 脈 弓 ガ側

方 ニ凸面 ヲ向 ケ タル弧 ヲ畫 クニ反 シ,第1動 脈 弓

ハ寧 ロ頭方ニ 向 ツテ弧 ヲナ ス,コ レCongdonニ

ヨ リテ説 明セ ラ レタル ガ如 ク喉 頭 ノ挿 入 ニ ヨル モ

Fig. 1A.

胎兒Nr. 47.動脉 弓中央 部横斷 面.

(擴 大 約79倍)

Fig. 1B.

胎兒Nr. 47.動脉 弓 模 型 左 側 面觀.(×100模 型)
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1890 伊藤 敏 美

ノナ ラ ン.第2動 脈 弓 ヨ リ尾方 ノ背 部大 動脈 ハ強

大 ナル モ ソレヨ リ頭方 ニ存 スル モ ノハ稍 々纎 細 ナ

リ,本 階 梯 ニ於 テハAorta ventralisナ ル モ ノハ

形 成 セ ラ レズ,總 テ ノ動 脈 弓ハ動脈 管 ノ末梢 部ニ

存 スル擴 張部 即チSaccus arteriosusヲ 共 同 ノ起

始部 トシテ背部 大動脈ニ 向 ツテ走 レリ,背 部 大動

脈 ハ 尾方ニ 於 テハ右 相合 シ テ單 簡 トナ レル モ未 ダ

尚ホArteria segmentalisノ 形 成セ ラレタル ヲ見

ズ.

第2階 梯 胎兒Nr. 49 體 長3.2mm

左 右兩 側共ニ 第3,第4,第6ノ 完全 ナル3動 脈 弓

ヲ見 ル,第1動 脈 弓ハ既 ニ退化 シテ僅ニ 背 部大 動

脈 ニ殘 レル背 部殘 痕 ノ ミヲ留 ム,第2動 脈 弓モ亦

既ニ 退化 セ リ,然 レ共 第2動 脈 弓ハ背 部殘 痕 ノ ミナ

ラズ腹 方殘 痕 ヲモ殘 セ リ,即 チSaccus arteriosus

ノ頭方端ニ 於 テ左 側ニ 於 テハ稍 々著 明 ナル殘 痕 ア

リテ右 側ニ於 テハ檢 微 鏡的ニ 認 メ得 ル血 管痕 ア リ.

左 右 ノ第2動 脈 弓間 ノSaccus arteriosusノ 頭方

面 ハ平 坦 ナ リ,完 全 ナル3動 脈 弓 ノ内第3,第4動

脈 弓ハ 左右兩 側共ニ 非 常ニ 強大 ナル モ第6動 脈 弓

ハ之ニ 反 シ非 常ニ纎 細 ナ リ,即 チ第6動 脈 弓ハ漸

ク形 成セ ラ レ タ ル ノミ,前 階梯

ト同樣ニ總 テ ノ動脈 弓ハSaccus

arteriosusヨ リ出ヅ,第3,第4動

脈 弓ハ側 方ニ 向 ツテ弧 ヲ畫 キ 第6

動脈 弓ハ尾方ニ 向 ツテ弧 ヲナ ス.

右 側 ニ於 テハ 第4,第6動 脈 弓間 ノ

背 部大動 脈 ノ中央 部 ト第4動 脈 弓

ノ腹 方2/3ト背 方1/3ノ境界 トヲ結 ブ

吻合 枝 ヲ見 ル,該 吻合枝 ハ鯛 弓 ニ

ハ 關係 ナク單ニ兩 者 ヲ連 絡 スル ノ

ミナ リ,而 シテ之 ガ單ニ 吻合枝 ナ

ル カ又 ハ ソ レガ位置 的 關係 ヨ リシ

テ第5動 脈 弓 ト認 ム ベキ カニ 關 シ

テハ後 章ニ 於 テ詳述 スベ シ.第6動

脈 弓ハ漸 ク形成 ヲ終 レル ノ ミニ シ

テ狹 小 ナ リ,而 シテ特ニ 背方ニ 向

Fig. 2A.

胎兒Nr. 49.動脉 弓模 型 腹面觀.

(100倍 模型,2/3縮 小)

Fig. 2B.

胎兒Nr. 49.左 第4動脉 弓部横斷 面.(擴 大約79倍)
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哺乳類ニ於ケル大動脈弓及ビ其ノ分枝ノ發生學的研究 1891

Fig. 2C.

胎兒Nr. 49.動脉 弓模型 右側面觀.

(100倍 模型,1/2縮 小)

ヘル末 梢部 ハ非常ニ狹 小ニ シ テ尾方ニ 向ヘル起 首

部ハ稍 々大 ナル 内腔 ヲ有 セ リ,然 レ ドモ未 ダ尚 ホ

肺動脈 ヲ分枝 セ ズ.Arteria segmentalisハ 辛 ウ

ジ テ之 ヲ認 メ得,背 部大 動脈 ハ 第6動 脈 弓 ノ可

ナ リ尾方 ヨリ其 ノ大部 ヲ融合 セ リ,動 脈 幹ハ未 ダ

大 動脈 幹Truncus aorticus,肺 動脈 幹Truncus

pulmonalisニ 分 タ レズ.

第3階 梯 胎兒Nr. 78 體 長3.5mm

前階梯 ト根本 的 ノ差異 ハ ナ ク左右兩 側 共ニ 第3,

第4,第6ノ 完 全 ナル3動 脈 弓 ヲ有 ス,前2階 梯 ト

同樣ニ總 テ ノ動脈 弓ハSaccus arteriosusヨ リ發

シ凹面 ヲ内方ニ 向 ケ タル孤 ヲ畫キ ツ ツ背部 大動脈

ニ達 ス,兩 側 共ニ 第4動 脈 弓最 モ強大ニ シテ第3

動脈 弓之ニ 次 ギ第6動 脈 弓最 モ狹 小 ナ リ.右 第4

動 脈 弓ハ左 ノ ソ レヨリモ強大 ナ リ,第3,第4動 脈

弓間 ノ背 部大動 脈 ハ未 ダ尚 ホ強 大 ナ リ,第6動 脈

弓 ノ起 首側ニ 位 スル 其 ノ半 ハ尾方ニ 向 ヒ尾方ニ 位

スル其 ノ半 ハ背 方ニ 向 フ,コ ノ兩者 ノ境界 部即 チ

第6動 脈 弓ノ中央部 ヨ リ左右殆 ド竝行 シテ尾方ニ

Fig. 3A.

胎兒Nr. 78.動脉 弓模型 右側 面觀.(100倍 模型)
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1892 伊 藤 敏 美

下 レル肺動脈 ノ漸 クニ シテ形 成

セ ラ レタル ヲ見 ル,而 シテ前階

梯ニ 於 テハ第6動 脈 弓 ノ起 首部

ハ末 梢部 ニ比 シ著 シ ク強 大 ナ リ

シモ本階 梯ニ 於 テハ同大 ナ リ.

前 階梯 ニ於 テ認 メラ レタル 第2

動 脈 弓 ノ顯微鏡 的殘 痕 ハ尚 ホ存

シ,其 ノ左右 ノ殘 痕間 ノ中 央ニ

於 テSaccus arteriosusハ 輕

キ溝 ニヨ リテ左 右ニ 分 タ レン ト

ス.Arteria segmentalisハ 辛

ウジテ之 ヲ認 メ得.動 脈幹 ハ尚

ホ分 タ レズ.

第4階 梯 胎兒Nr. 5 體 長

5.0mm

左右 共ニ 第3,第4,第6ノ 完 全

ナル3動 脈 弓 ヲ見ル,第4動 脈

弓最 モ 強大ニ シテ第6動 脈 弓之

ニ次 ギ第3動 脈 弓ハ 第6動 脈 弓

ヨ リモ尚 ホ狹 小 ナ リ.右 第4動

脈 弓ハ左 ノ夫 レニ比 シ多 少内腔

廣濶 ナ リ,前 階梯 マデ側方 ヨ リ

モ寧 ロ尾方 ニ向 ツテ弧 ヲ畫キ タ

ル第6動 脈 弓ハ本 胎兒ニ 於 テハ

他 ノ動脈 弓 ト同樣ニ 側方ニ 向 ツ

テ彎 曲 スル ニ至 リ,兩 側共 ニ3

條 ノ動脈 弓ハ殆 ド竝行ニ經 過 ス.

各 々動脈 弓間 ノ背部 大動脈 ハ殆

ド等 シキ長 サ ヲ有 ス,第6動 脈

弓 ヨリ尾方 ノ背部大 動脈 ハ非常

ニ強大 ニ シテ第4,第6動 脈 弓間

ノ部 之 ニ次 ギ第3,第4動 脈 弓間

ノ部 ハ既ニ 退化 シ始 メタル ヲ以

テ狹 小 ナ リ.内 頸動 脈 ヲ形 成 ス

ベキ第3動 脈 弓 ヨ リ頭方ノ 背部

大動 脈 ハ第3,第4動 脈 弓間 ノ部

ヨリモ廣濶 ナ リ,前 階梯 マデ認

Fig. 3B.

胎兒Nr. 78.第6動脉 弓部横斷 面.(擴 大 約79倍)

Fig. 4A.

胎兒Nr. 5.動脉 弓模型腹 面觀.(100倍 模型,2/3縮 小)
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哺乳類ニ於ケル大動脈弓及ビ其ノ分枝ノ發生學的研究 1893

メラレタル 第2動 脈 弓 ノ

腹方 ノ小殘 痕 ハ本 胎兒ニ

至 リテ再 ビ伸 長 シSaccus

arteriosusノ 頭方 面ニ 於

ケル淺溝 モ其 ノ深 サ ヲ増

セ リ,再 ビ伸長 シ來 リタ

ル 第2動 脈 弓 ノ小殘 痕 ハ

益 々發育 伸長 シ外 頸動 脈

ノ基 礎 ヲナ セ リ.左 側ニ

於 テハ該 外頸 動脈 及 ビ第

3動 脈 弓ハ短 キ共 同 ノ幹

ヲ有 シ左總 頸 動脈 ノ基 礎

ヲナス,動 脈 弓 ノ腹 側ニ

於 テハ第4,第6動 脈 弓ノ

距 離ハ 第3,第4動 脈 弓間

ノソ レニ比 シテ大 ナ リ.

肺動脈 ハ前階 梯ニ 於 テハ

第6動 脈 弓 ノ中央 部 ヨリ

左 右殆 ド竝行 シテ尾方ニ

分岐 シタルモ 本胎兒ニ 於

テハ第6動 脈弓 ノ起首 側

ノ大部 分消 失 シ タ ル タ

メ.左 右肺 動脈起 首 部ハ

著 シク相接 近 シ尾方ニ 向

ツテ次 第 ニ相 互 ノ距離 ヲ

増大 シ ツツ下降 ス.背 部

大動 脈 ノ第4,第6動 脈 弓

間 ノ部ニ 可 ナ リ發育 セル

Arteria hypoglossiヲ 認

メ,漸 ク明瞭 ナルArteria

vertebralisノ 之 ヨリ起

始 セ ル ヲ見 ル,Arteria

hypoglossiヨ リ尾方 ニ尚

ホ一定 ノ間 隔 ヲ保 チ テ排

列 セ ル6箇 ノArteria

segmentalis cervicalis

ヲ認 メ,最 後 ノモ ノハ左

Fig. 4B.

胎兒Nr. 5.肺 動脉 部横斷 面.(擴 大 約79倍)

Fig 4C.

胎兒Nr. 5.動脉 弓模型 左背 面觀.(100倍 模型,2/3縮 小)
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1894 伊 藤 敏 美

右兩 背部 大動脈 ノ融 合部 ヨ リ稍々尾方ニ 存

シ,他 ノ5對 ニ比 シテ著 シク強 大ニ シ テ漸

ク著明 トナ リタル鎖 骨下 動脈 ノ基 礎 ヲナセ

リ,融 合部頭 方端 ヨ リ第6動 脈 弓ニ 至 ル背

部大動 脈ハ左 右全 ク同大 ナ リ.

第5階 梯 胎兒Nr. 23 體 長6.0mm

前階 梯 ト同樣ニ 左 右共ニ 第3,第4,第6ノ

完 全 ナル3動 脈 弓 ヲ有 ス.第4,第6ノ2動

脈 弓ハ殆 ド同大 ニ シテ第3動 脈 弓ハ稍 々狹

小 ナ リ,前2階 梯 ニ反 シ左第4動 脈 弓ハ右

側ニ 比 シテ稱 々強大 ナ リ,左 右 ノ3動 脈 弓

ハ前 階梯 ト同樣 ニ側方ニ 凸面 ヲ向 ケ タル弧

ヲ書 ク.第4,第6動 脈 弓間 ノ背 部大動脈 ハ ソ

レヨ リ尾方ニ 存 スル モ ノ ト同樣ニ 強 大 ナル

モ,第3,第4動 脈 弓間 ノ部 ハ退化 ノ爲 非常ニ

狹小 ナ リ,第3動 脈 弓 ノ起首 端部 ヨ リ外頸

動脈 ノ發 生セル ヲ見 ル,動 脈 幹ハ未 ダ尚大

動脈 幹 及 ビ肺 動脈 幹 トニ分 離 セ ラ

レザ ル モ左右 ノ外 頸動脈 及 ビ第3

第4動 脈 弓ハ合 シテ共 同 ノ根 ヲ有

シ,又 左右 ノ第6動 脈 弓モ短 カケ

レドモ共 同 ノ根 ヲ有 ス.第6動 脈

弓及 ビ肺 動脈 ハ前 階梯 ト同樣 ノ所

見 ヲ有 ス,Arteria vertebralis,

Arteria segmentalis cervicalis,

鎖 骨 下動脈等 何 レ モ 著 明ニ發 育

ス.鎖 骨 下動 脈 ハ前階梯ニ 於 テハ

背部 大動脈融 合部 ヨ リ稍 々尾方ニ

存 セシモ,本 胎兒ニ 於 テハ融 合部

ニ一 致 シテ起 始 ス.又 融 合部 ヨ リ

頭方ニ 存 スル背部 大動脈 ハ前 階梯

ニ於 テハ左右 同大 ナ リシモ本 階梯

ニ至 リテ右側 ハ左 側 ヨリモ稍 々狹

小 トナル.

第6階 梯 胎兒Nr. 101 體 長

6.0mm

本 胎兒ニ 於 テ モ第3第4第6ノ

Fig. 5A.

胎兒Nr. 23.第3動脉 弓部 横斷 而.(擴 大 約38倍)

Fig. 5B.

胎兒Nr. 23 動脉 弓模型左 腹面觀.(100倍 模型,1/2縮 小)
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完 全 ナル3動 脈 弓 ア リ.

左側ニ 於 テハ第4,第6

動脈 弓ハ殆 ド同大ニ シ

テ,第3動 脈 弓稍 々狹

小 ナル モ右側ニ 於 テハ

第3,第4動 脈 弓殆 ド同

大 ニ シテ,第6動 脈 弓

ハ 既ニ 退化 ヲ始 メタル

ヲ以 テ最 モ狹 小 ナ リ.

第3,第4動 脈 弓間 ノ背

部 大動 脈 モ亦 退化 シ殊

ニ左側ニ 於 テハ 將ニ 中

斷サ レン トスル状態ニ

ア リ.左 側 ニ於 テハ第

1動 脈 弓 ノ尾方1/3ト 起

首側2/3ト ノ境 界 ト.第

6動 脈 弓 ノ尾方1/2ノ 中

央部 トヲ結 ブ吻 合枝 ア

リ,然 レ共單ニ兩 者 ヲ

繋 グ ノミニ シテ鰓 弓 ニ

關 係ア ル ヲ見 ズ.右 側

ニ於 テハ外 頸 動脈 及 ビ

第3,第4動 脈 弓 ノ共 同

幹ニ1箇 ノGefassinsel

ヲ見 ル.動 脈 幹ハ其 ノ

頭方ニ 於 テハ 既ニ 大 動

脈幹 及 ビ肺動脈 幹 トニ

分 タレタ リ,左 右 ノ外

頸動脈 及 ビ第3,第4動

脈 弓 ノ共 同 ノ幹 部ハ 可

ナ リ伸長 シ,第6動 脈 弓

ノ共 同 ノ根 モ其 ノ長 サ

ヲ増加 セ リ,從 ツテ第

6動 脈 弓 ト其 ノ他 ノ動

脈 弓 トハ全 ク別 ノ幹 ヨ

リ發 ス.動 脈 幹 ノ一 部

ノ分離特ニ 進 ミタルア

Fig. 6A.

胎兒Nr. 101.動脉 弓模型腹 面觀.(100倍 模型,2/3縮 小)

Fig. 6B.

胎兒Nr. 101.動脉 幹部 横斷 面.(擴 大 約38倍)
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リテ此處ニ1箇 ノGefassinselヲ 形成 セ リ.第6

動 脈 弓ハ肺動 脈起 始部ニ 於 テ左 右相融 合 シ肺動脈

ハ 全 ク同一 ノ場 所 ヨリ相 隣接 シテ發 スル ニ至 レ リ.

背 部大 動脈融 合部 ト第6動 脈 弓 トノ間 ノ尾方1/3ニ

於 テ鎖 骨下 動脈 ヲ發 ス.右 側ニ 於 テハ鎖 骨下動 脈

起 始部 ヨ リ融合部ニ 至 ル背 部大 動脈 ハ退 化 シテ狹

小 トナル,Arteria vertebralisハ鎖 骨 下動脈 ヨ

リ發 スルニ 至ル.

Fig. 6C.

胎兒Nr. 101.動脉弓 模 型 左 背 面觀.(100倍 模 型,2/3縮 小)

第7階 梯 胎兒Nr.125B 體 長8.9mm

第3,第4,第6ノ3動 脈 弓ア リ,兩 側共ニ 第4動

脈 弓最 モ強 大ニ シテ左 側ニ 於 テハ第6動 脈 弓之ニ

次ギ右 側ニ 於 テハ 第3動 脈 弓之ニ 次 グ,右 側 ノ第

6動 脈 弓ハ著 シク退 化 シテ肺動脈 ト略 ボ同大 トナ

レ リ.左 側ニ 於 テ第4動 脈 弓ノ尾方1/3ト起 首側2/3

トノ境 界 ト第6動 脈 弓 ヲ結 ブ吻合 枝 ヲ見ル,右 側

ニ於 テハ第6動 脈 弓ハ 直接背部 大動 脈ニ 注 グ コ ト

ナ ク第4動 脈 弓 ノ略 ボ中央ニ 注 ギテ 間接ニ 背 部大

動 脈ニ連 結 セ リ,右 第4動 脈 弓 ガ背 部大動 脈ニ 繋

ガ レル部 ニ接 シ テ其 ノ尾方ニ 腹 方ニ 向 ヘル退化 セ

ル血管痕 ヲ認 ム.(Fig. 7B. R)コ レ恐 ラクハ 右

第6動 脈 弓 ノ背部殘 痕ニ シテ第6動 脈 弓 ト第4動

脈 弓 トノ結合 部ハ恐 ラク左側ニ 於 ケル ト同樣ニ兩

者 ノ吻合 枝 ナ ラ ン,而 シテ該 吻合枝 ヨリ尾方 ノ第

6動 脈 弓ノ退化消 失 セル後 尚ホ其 ノ吻合 枝 ノ存 ス

ル爲右 第6動 脈 弓 ガ第4動 脈 弓ニ結 合 セル モノナ

ラン.即 チ本 胎兒ニ 於 テハ左 右兩 側共ニ 略 ボ同樣
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Fig. 7A.

胎兒Nr. 125B.第6動脉 弓部横斷 面.(擴 大約38倍)

ノ位置 ニ第4,第6動 脈 弓 ヲ結 ブ吻 合枝 ヲ認 メ得.

動脈 幹 ハ既ニ シテ肺動脈 幹,大 動脈 幹ニ 分 タ レ左

右ノ 第3,第4動 脈 弓ハ各 々共 同 ノ幹ニ ヨ リテ大動

脈幹 ニ結 合 ス.兩 側共 ニ該 共 同幹ハ 相當 ノ長 サ ヲ

有 シ右 側ニ 於 テハ無 名動脈 ヲ,左 側ニ 於 テハ大動

脈 弓ノ一部 ヲ形成 セ セ ン トスル モ ノニ シテ既 ニ前

階梯迄 認 メ ラ レシモ ノヨ リモ長 シ,右 側ニ 於 テハ

外頸動脈 ト第3動 脈 弓 トハ稍 々發 育 セル共 同幹 ヲ

以テ無 名動 脈ニ 連絡 ス.即 チ總頸 動 脈 ノ漸 ク著明

トナ リタル ヲ認 ム.右 第6動 脈 弓ハ左ニ 比 シ著 シ

ク狹小ニ シテ肺動脈 ハ肺動脈 幹 ノ末梢 端 ヨ リ左 右

相隣接 シテ發 ス.背 部大動 脈 ノ第3,第4動 脈 弓間

Fig. 7B.

胎兒Nr. 125B.動脉 弓模 型右 側面觀.

(100倍模 型,1/2縮 小)

ノ部 ハ著 シ ク退化 ス.鎖 骨下 動脈 ハ背部 大動脈 融

合 部 ノ頭方ニ 存 シArteria vertebralisヲ 起始 セ

シム.

第8階 梯 胎兒Nr. 116 體 長6.5mm

右側ニ 於 テハ第3,第4ノ 完 全 ナル2動 脈 弓 ト外

頸 動脈 トヲ有 シ,左 側 ニ於 テハ完 全 ナル第3,第4,

第6ノ3動 脈 弓 ト外 頸動脈 トヲ有 ス,左 右 ノ第4

動 脈 弓ハ略 ボ同大 ナ リ,背 方ニ 於 テハ第3,第4動

脈 弓間 ノ背部 大動脈 ハ全 ク退化 消失 シ,只 僅 ニ第

4動 脈 弓 ノ末 梢端 ニ辛 ウ ジテ認 メ得 ル背部殘 痕 ヲ

遺 スノ ミ.(Fig. 8B. R)左 右兩 側共ニ 外頸動 脈

及 ビ第3動 脈 弓ハ短 キ共 同 ノ血 管 ヲ有 ス,コ レ即
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Fig. 8A.

胎兒Nr. 116.第4動脉 弓部横斷 面.(擴 大 約38倍)

Fig. 8B.

胎兒Nr. 116.動脉 弓模型 鳥瞰 圖.(100倍 模型,2/3縮 小)

チ總 頸動脈 原基 ナ リ.前 階梯 ト同

ジク總 頸動 脈ハ 第4動 脈 弓 ト合 流

スルヤ長 キ共 同幹 トナ リ左 右相 合

シテ大動脈 幹 トナ リテ心臟ニ 連 絡

ス,總 頸動 脈 及 ビ第4動 脈 弓合 流

部 ヨリ大動 脈 幹ニ 至 ル距 離ハ,前

階梯 迄 ノ胎兒 ニ比 シ著 シク其 ノ長

サ ヲ増加 シ左 右殆 ド同長ニ シテ,

Saccus arteriosusヨ リ生 ジ タル

コ ト明 カニ シテ右 側 ニ於 テハ無 名

動脈 ノ像 ヲ呈 シ左 側ニ 於 テハ 大動

脈 弓 ノ一 部 ヲナ ス.第6動 脈 弓ハ

右 側ニ 於 テハ 全 ク中斷 セ ラ レ僅ニ

肺 動脈起 始部ニ纎 細 ナル殘 痕 ヲ留

ムル ノ ミ(Fig. 8B, r. 6.).肺 動

脈 ハ既ニ 全 ク大動脈 幹 ヨ リ分 離 セ

ラ レタル肺 動脈幹 ト左 第6動 脈 弓

トノ移 行部 ニ於 テ左右 相隣接 シテ

發ス.鎖 骨下動脈 ハ背 部大 動脈 融

合部 ト第4動 脈 弓間ニ 於 テ起首 側

2/3ト尾側1/3ト ノ境界ニ 於 テ發 シ背

頭方ニArteria vertebralisヲ迭

ル,Arteria vertebralisニ ハ略 一

定 ノ間隔 ヲ保 チテ腹 方背部 大動 脈

ニ向 フ所 ノArteria segmentalis

ノ殘 痕 ヲ認 ム,背 部 大動脈 ハ左 側

ハ 強大 ナル モ右側 ハ狹 小 ナ リ,殊

ニ鎖 骨 下動脈 ヨ リ尾方ニ 存 スル部

ハ退化 シ著 シク纎 細ニ シ テ背 部大

動脈 ノ名ニ 反 ス.

第9階梯 胎兒Nr. 67 體 長

7.3mm

左右兩 側共 ニ外 頸動 脈 ト第3動

脈 弓 トハ合 シテ總 頸動 脈 トナ リ,

總頸 動脈 ハ第4動 脈 弓 ト合 シテ右

側 ハ無 名動脈 トナ リ,左 側ハ 大 動

脈 弓 ノ 一部 トナル,兩 者 ハ相 合 シ
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テ大 動脈 幹 トナ リテ心臟ニ

連絡 ス,大 動脈 幹 ヨ リ左 右

ノ總 頸動 脈 ニ至 ル距 離 ハ前

階 梯 ヨリ短縮 シ,且 前 階梯

ニ於 テハ左右 略 ボ同大 ナ リ

シ モ本 胎兒 ニ於 テハ左 側ハ

右側ニ 比 シテ強 大 ナ リ.右

第6動 脈 弓ハ本 階梯ニ 至 リ

テ全 ク認 メ ラ レズ,左 右 ノ

肺動脈 ハ肺 動脈 幹 ト左 第6

動脈 弓 トノ境界ニ 於 テ左 右

相隣接 シテ發 ス,左 第6動

脈 弓 ヨ リ尾方 ノ背 部大 動脈

ハ著 シク強 大 トナ リ左 右 内

腔 ノ比ハ 甚 シク大 トナ レリ

鎖 骨下動脈 ハ前 階梯 ト同樣

Fig. 9A.

胎兒Nr. 67.總頸 動脉 起 始部横斷 面.(擴 大約38倍)

Fig. 9B.

胎兒Nr. 67.動脉 弓 模 型 左 腹 面觀.(100倍 模 型,2/3縮 小)
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ニ第4動 脈 弓 ト背 部大 動脈

融 合部 トノ間 ノ起 首側2/3ト

尾側1/3ト ノ境 界 ヨリ發 シ背

頭方ニ 向 ツテArteria ver-

tebralisヲ送 レ リ,Arteria

vertebralisニ ハ尚Arteria

segmentalis cervicalisノ

殘痕 ヲ見 ル.

第10階 梯 胎兒Nr. 13

體長7.8mm

右 側 ニ於 ケル總 頸動 脈 ト

第4動 脈 弓 トノ共 同 ノ幹即

チ無 名動脈 ハ前 階梯 ヨ リモ

尚 ホ短縮 シ,左 側ニ 於 テ モ

同樣ニ總 頸 動脈 ヨ リ大 動脈

幹 ニ至ル距離 ハ 短縮 セ リ,

然 レ共尚 ホ前階 梯迄 ノ胎兒

ニ於 ケル ト同樣ニ 大動 脈幹

ヨ リ分 レタル左 右 ノ大幹即

チ右 側ニ 於 ケル 無名動脈,

左 側ニ 於 ケル大 動脈 弓 ノ一

部ハ 共 ニ水 平ニ 背 外側 方ニ

向 ヒ頭方 ニ向 フコ トナ

シ.左 側 ニ於 テハ總 頸

動 脈 ヨ リ大動 脈幹ニ 至

ル距 離 ハ第6動 脈 弓即

チDuctus Botalliニ

至ル 距離 ト略 ボ相 等 シ.

左 側 ニ於 ケ ル鎖 骨下動

脈 ノ起 始部 ハ前 階梯 ヨ

リモ著 シ ク擧 上 セ ラ レ

Ductus Botalliガ 背部

大 動脈ニ 合流 セル ト殆

ド同高 ノ位 置ニ 存 ス.

右側ニ 於 テハ鎖 骨下動

脈 ヨリ尾方ニ 存 セ シ右

背 部大 動脈ハ 既ニ 全 ク

Fig. 10A.

胎兒Nr. 13.動脉 弓模 型左 側面觀.(100倍 模型,2/3縮 小)

Fig. 10B.

脂兒Nr. 13.ボ タ リ氏管部 横斷 面.(擴 大約38倍)
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消失 シテ其 ノ殘痕 ヲモ留 メズ,此處ニ 於 テ右 第4

動脈 弓ハ全 ク右鎖 骨下 動脈 トArteria vertebralis

トノ共 同幹 ヲナ スニ至 レ リ.然 レ共尚 ホ相當 ノ長

サ ヲ有 シ背 尾方 ニ向 ツテ弧 ヲナ シ動脈 弓 タ リシ名

殘リヲ留 ム.鎖 骨下動 脈 ガArteria vertebralis

ヲ分枝 スル高 サハ左右 同高 ナ リ.Arteria verte-

bralisニ ハ既 ニシテArteria segmentalis cer-

vicalisノ殘 痕 ヲ見 ズ.

第11階 梯 胎兒Nr. 128A. 體 長11.2mm

本 胎兒ニ 於 ケ ル大動 脈 弓 ノ像 ハ全 ク人間ニ 於 ケ

ル ト同樣 ニ シテWidershein u. Tichomiroffノ

分類ニ ヨル第1型ニ屬 ス.左 側ニ 於 テハ前階 梯 ニ

於 テDuctus Botalliト 同高 ノ位置ニ 存 セシ左鎖

骨 下動脈 ノ起 始部 ハ本胎兒 ニ於 テハ尚 ホ擧 上セ ラ

レテ左總 頸動脈 トDuetus Botalliト ノ中間ニ 存

スル ニ至 リ其 ノ起 首部ハ 非常ニ 強大 トナ リタ リ,

右 側 ニ於 テハ 第4動 脈 弓ハ全 ク鎖 骨下 動脈 ノ像 ヲ

呈 シ來 リ著 シ ク擧 上セ ラ レテ短縮 シ前 階梯ニ 於 テ

無 名動 脈 ヨ リ分枝 セル後 背尾方ニ 向 ヒテ下 降セル

モ本胎兒 ニ於 テハ 尾方 ニ向 フコ トナ ク分岐部 ヨ リ

水平ニ 外 側方ニ 向 フ.且 水平 ニ背 外 側方ニ 向 ヒ居

タル 無名動 脈 ガ大 動 脈 弓 ヨ リ右頭 方ニ 向 ツテ昇 ル

ニ至 リタル タメ右 第4動 脈 弓即 チ右鎖 骨下動 脈 ハ

大 動脈 弓 ヨ リ上位ニ 存 スルニ 至ル.兩 側共ニ 鎖 骨

下 動脈 ハArteria vertebralisヲ 分枝 セル後弧 ヲ

畫キツ ツ下 ツテ上肢ニ 分 布 ス.大 動脈 弓ハ著 シ ク

張 大ニ シテ虹 状 ノ弧 ヲ書 キ左總 頸動 脈 ヨリ起首 側

ニ位 スル部ニ シテSaccus arteriosusヨ リ尾方部

ハ左第4動 脈弓 ヨ リ形成 セ ラ レタ リ,無 名 動脈,

左總頸 動脈 及 ビ左鎖 骨下 動脈 ハ大動脈 弓ニ 略 ボ間

隔 ヲ等 シクシテ併立 シテ發 シ何 レモ頭方ニ 向ヘ リ

肺動脈 弓 モ著 シ ク強 大 ニシテ心臟 ヲ出ヅル ヤ殆 ド

水平 ニ左 背方ニ 向 ツテ走 リ大動脈 弓 ノ末稍 部ニ 合

流 ス.左 第6動 脈 弓即 チDuctus Botalliハ 大 動

脈 弓 ト略 ボ同大 ノ内腔 ヲ有 ス,肺 動脈ハ 肺動脈 幹

トDuctus Botalliト ノ移行 部ニ 於 テ左右 相竝 ビ

テ發 シ各 々其 ノ間隔 ヲ増大 シ ツツ尾方 ニ向 ツテ下

リ兩肺 ニ分 布 ス.

Fig. 11A.

胎兒Nr. 128A.總 頻動脉 起 始部横斷 面.(擴 大約38倍)
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Fig. 11B.

胎兒Nr. 128A.動脉 弓 模 型 腹 面觀(100倍 模 型,2/3縮 小)

第12階 梯 胎兒Nr. 74 體 長19.1mm

本 胎兒 ニ於 ケル大 動脈 弓竝ニ 肺 動脈 弓ハ全 ク完

成 セル觀 ヲ呈 ス.即 チ大動脈 弓ハ著 シク強大ニ シ

テ心臟 ヲ出 ヅル ヤ少 シク頭 方ニ 上 昇 シタル後 大動

脈 弓 トナ リテ左 背方 ニ向 ツテ弧 ヲナシ,背 部 大動

脈ニ 移行 ス.前 階梯ニ 於 テ無名動 脈,左總 頸 動脈

及 ビ左鎖 骨下動 脈 ハ共 ニ大 動脈 弓上ニ 間隔 ヲ同 ジ

ウシ テ竝 立 セル モ本 胎兒ニ 於 テハ左總 頸動脈 ハ無

名動 脈ニ 向 ツテ極 メテ接 近セル タメ左鎖 骨下動 脈

トノ距離 ヲ増大 ス.而 巳 ナ ラズ無 名動脈 ト左總 頸

動脈 トハ其 ノ起 始部ニ 於 テ非常 ニ短 カケ レドモ共

同 ノ幹 ヲ作 レリ.即 チ無名 幹Truncus anonymus

ト呼 ビテ可 ナル ガ如 キ所見 ヲ呈 ス.左 右 ノ總 頸動

脈 ハ起始 部 ヲ出 ヅル ヤ共ニ 側方 ニ向 ツ テ經過 シテ

各 々 ノ間 隔 ヲ増 シ,然 ル後氣 管 ノ兩 側ニ 沿 ヒテ頭

方 ニ昇 リ内外兩 頸 動脈ニ 分枝 ス,右 鎖 骨下動 脈 ハ

無 名動脈 ヲ出 ブルヤ 凸面 ヲ背 方 ニ向 ケ タル輕 キ弧

ヲ畫キ テ右 側方ニ 進 ミArteria vertebralisヲ 分

枝 ス.左 鎖 骨下動脈 ハ 大動脈 弓 ヲ出 ヅル ヤ少 シク

頭方ニ 昇 リ直ニArteria vertebralisヲ 分枝 シテ

左 上肢ニ 向 フ.肺 動脈 幹 モ甚 ダ強 大ニ シテ心臟 ヲ

出ヅル ヤ少 シク頭 方ニ 昇 リツ ツ背方ニ 進 ミ左 右兩

肺 動脈 ヲ分枝 ス.前 階 梯迄 存セ シ左 第6動 脈 弓即

チDuctus Botalliハ 非常ニ 退化 シテ既ニ 内腔 ヲ

閉鎖 シ僅 カニ萎縮 セル血管 壁 ノ殘 痕 ヲ留 ムル ノ ミ

(Fig. 12C. Bot.)
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Fig. 12A.

胎兒Nr. 74.大 動脉 弓模 型左 腹面觀.(100倍 模型,1/4縮 小)

Fig. 12B.

胎兒Nr. 74.無 名動脉 幹 部横斷 面.(擴 大約83倍)
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Fig. 12C.

胎兒Nr. 74.ボ タ リ氏 管部横斷 面.(擴 大 約38倍)

第4章 總 括竝 ニ考 按

以 上12階 梯 ニ分 チ テ 二十 日鼠胎兒ニ 於 ケ ル大

動 脈 弓竝ニ 其 ノ分枝 ノ發 生經 路 ヲ檢 索セ リ,其 ノ

所 見 ヲ便宜上 下記 ノ如 ク各 事項ニ 分 チテ綜合 シ考

案 スルニ(Fig. 13A., Fig. 13B.)

1. Saccus arteriosus

二 十 日鼠胎兒ニ 於 テハ腹 部大動脈 ナルモ ノ ヲ有

セ ズ.總 テ ノ動 脈 弓ハ動脈 幹ガ膨大 シテ生 ジ タ リ

ト言 ハ ンヨ リモ寧 ロ多 クノ動脈 弓 ヲ受 ケ入ル ルガ

故 ニ膨大 セ リ ト見 ラルルSaccus arteriosusヨ リ

發生 セ リ.第1階 梯 ヨ リ第4階 梯ニ 至 ルマデ即 チ

體長2.5mmヨ リ5.0mmノ 胎兒ニ 於 テ見 ル ガ如

シ.其 ノ後漸 次ニ 頭方竝ニ 尾方ニ 向 ツテ伸 長 シ第

3階 梯ニ 至 リテ其 ノ頭方 面 ノ中央ニ 淺溝 ヲ生 ズ.

該淺 溝 ハ6.0mmノ 胎兒 ニ至 ル マデ漸 次ニ 其 ノ深

サ ヲ増 シ同時ニ 第4,第6動 脈 弓間ハ其 ノ距離 ヲ増

加 スル ニ至 リ動脈 幹 トSaccus arteriosusハY字

型 ヲ呈 スル ニ至 ル.即 チ動脈 幹 ハY字 ノ柄 ヲ形成

シ兩 角 ハ各側 ノ外頸 動脈 及 ビ第3,第4動 脈 弓ノ共

同幹 ヲナ ス.其 ノ後發 育 ノ進 ムニ從 ヒテ肺動脈 幹

ヲ分離 シY字 型 ヨ リT字 型ニ 近 ヅ クニ至 ル.

O. Llorcaハ 豚 胎兒ニ 於 テSaccus arteriosus

ヲ記載 シW.S. Hammondハ 牛 胎兒ニ 就 テ之 ヲ

認 メD.M. Golubモ 亦 牛ニ 就 テCongdonハ 人

胎兒ニ 就 テ之 ヲ報 告 セ リ.O. Llorcaハ 尚 ホ次 ノ

如 ク述 ベ タ リ.即 チ 「最 近檢 索 サ レタル總 テ ノ哺

乳 動物ニ 於 テハ動脈 弓 ノ所 在 ノ判 明 スル前ニ 先 ヅ

以 テ血管 系 ノ1擴 張 即チSaccus arteriosusヲ

現 ハ シ動脈 弓ハ總 テ之 ヨ リ發生 ス ト言 ハザ ル可 ラ

ズ.」 ト 即チSaccus arteriosusハ 多 ク ノ哺乳 動

物ニ 於 テ存 在 スル モ ノノ如 シ.

2. 第1動 脈 弓

第1動 脈 弓ハ第1階 梯ニ 於 テハ 完全ニ 存 シ 第2

動脈 弓ニ 次 ギ テ強 大ニ シテ第2階 梯ニ 於 テハ既ニ

其 ノ中央部 ヲ退化消 失 シ僅ニ 背 部大 動脈ニ 消 エナ

ン トスル 背方殘 痕 ヲ留 メ第3階 梯ニ 至 リテハ全 ク

其 ノ殘 痕 ヲモ留 メズ.斯 ク ノ如 ク第1動 脈 弓ガ發

生初 期ニ 現 レ暫 時ニ シ テ殘痕 ヲモ留 メズ消失 スル

コ トニ關 シ テハ 諸學者 ノ意見何 レモ一致 シ哺 乳類

一般 ノ通則 ナル ガ如 シ.又 退 化 消失 ガ動脈 弓 ノ中
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央 部 ヨリ始 マル コ トニ關 シテモ異論 ナキガ如 シ.

第2,第3動 脈 弓ガ側方ニ 向 ツテ弧 ヲナ スニ反 シ第

1弓 ハ 頭方ニ 向 ツ テ弧 ヲ書 ケ リ.Congdonハ 喉 頭

ノ挿 入ニ ヨ リテ コノ關係 ヲ生 ズ ト説 明セ リ.余 モ

亦之 ニ賛 ス.

Fig. 13A.
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Fig.　 13B.

3. 第2動 脈 弓(外頸動脈)

第2動 脈弓モ亦第1階 梯ニ於テ完全ニ存シ而モ

3動 脈弓中最モ強大ナリンモ第2階 梯ニ於テハ既

ニ第1動 脈弓ト同樣ニ其ノ中央部ヲ消失シ左側ニ

於 テハ背部 大動脈竝 ニSaccus arteriosusノ 頭方

面ニ稍 々著 明ナル殘 痕 ヲ留 メ,右 側ニ 於 テハ 背部

殘痕ハ稍 々著 明 ナル モ腹部殘 痕 ハ非常ニ矮 小ニ シ

テ辛 ウジテ認 メ得 ルニ 至 レ リ.第3階 梯ニ 至 リテ
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ハ僅 ニSaecus arteriesusノ 頭方 面 ニ殘 レル短小

ノ殘痕 ヲ留 ムル ノ ミ.然 ルニ第4階 梯 ニ於 テハ該

小 殘痕 ハ再 ビ仲 長 シ稍 々著 明 ナル小血 管 トナ レ リ

以後發 育 ノ進 ム ニツ レテ該 小血管 モ漸次 ニ伸長 シ

Saccus arteriosusノ 頭 方面 ニ於 ケル淺 講 ガ著明

トナル ト共 ニ緩漫 ニ各 々側方 ニ持 チ來 サ レ各 々ノ

距 離 ヲ増加 セ リ.第7階 梯 ニ至 リ第3動 脈 弓 ト該

小 血管 ハ共 同 ノ幹 ヲ得 ル ニ至 リ第8階 梯 ト進 ミテ

第3,第4動 脈 弓間 ノ背 部大動脈 ガ消失 スル ニ至 リ

該 小血 管ハ全 ク外 頸動脈 ノ像 ヲ呈 スル ニ至ル,以

後 胎兒 ノ發 育 ニ伴 ヒ益 々外頸 動脈 ノ特徴 ヲ具備 ス

ル ニ至 ル.

從來外 頸動 脹 ハ腹部大 動脈 ノ殘 存 ニ ヨリテ形 成

セ ラル トハ哺 乳類 一般 ノ定説 トシテ諸學者 ニ ヨリ

テ確信 セ ラ レタル處 ナ リ.然 レ共 二十 日鼠 ニ於 テ

ハ 上述 ノ如 ク全 ク腹部大 動脈 ナル モ ノヲ有 セズ シ

テ外 頸動 脈ハ 第2動 脈 弓 ノ腹部 殘痕 ヲ基礎 トシテ

發 生 シ來 レ リ.即 チ從 來諸 家 ニ ヨ リテ信 ゼ ラ レタ

ル處 ト所 見 ヲ異 ニス,W.S. Hammondハ 牛胎

兒 ニ就 テ大動脈 弓ノ發生 ヲ檢索 シ(1938)外 頸動

脈 ニ關 シテ 「第2動 脈 弓根 部ハ外 頸動脈 根部 ヲ形

成 ス」 ト結 論 セ リ.

O. Llorcaハ 豚 ニ於 ケ ル大動脈 弓 ノ發生 ヲ檢索

シ(1934) 9.5mmノ 胎 兒 ニ於 テ第2動 脈 弓 ガ背 部

竝 ニ腹 部殘痕 ヲ有 スル ヲ認 メ,腹 部 殘痕 ハ少 ク ト

モ外 頸 動脈形 成 ノ一 要素 トナル ト,述 ベ タ リ.又 二

十 日鼠 ニ於 ケル所見 ト稍 々相類 スル 記載 ハL.B.

Areyノ 書 ニ見 ラル.

The external carotid arteries are direct out

growths of the aortie sac which transfer their

origins onto the third arches.

以 上外 頸動脈 ノ發 生 ニ 關 シ テハ 諸家 ノ所 信 ニ

上 述 ノ如 キ異 同 ヲ認 ムル モ最近 檢索 セ ラ レ タル

Saccus arteriosusヲ 有 スル多ク ノ哺 乳動物 ノ第

2動 脈 弓ガ外頸 動脈 ノ發生 ニ密接 ノ關 係 ヲ有 スル

モ ノ ト認 メテ可 ナ ラン.第2動 脈 弓 ガ早 期 ニ發 生

シテ暫期 ニ シテ退化 スル コ ト竝 ニ其 ノ退化 ガ第1

動 脈 弓ノ如 ク其 ノ中央部 ヨリ始 マル コ トニ關 シ テ

ハ諸家 ノ所見何 レモ一致 スル ガ如 シ.

4. 第3動 脈 弓(内 頸 動脈)

第3動 脈 弓ハ第1階 梯 ニ於 テモ既 ニ認 メ ラル ル

モ形成初 期 ナル ヲ以 タ最 モ狹小 ナ リ,第2階 梯 ニ

至 リテ強 大 トナ リ以後 第1,第2動 脈 弓ノ如 ク退化

スル コ トナ ク發育 シ第7階 梯 ニ至 リテ外 頸動脈 ト

共 ニ共同幹 ヲ有 スル ニ至 リ全 ク内頸 動脈 ノ像 ヲ呈

シ來 リ,第8階 梯 トナ リテ第3動 脈 弓以 下 ノ背 部

大 動脈 ト連絡 ヲ斷 ツニ至 リテハ全 ク内頸動 脈 ノ起

首部 ヲ形成 ス,而 シテ頭 方 ニ存 スル背 部大 動脈 ス

之 ニ次 グ内頸 動脈 ノ部 ヲ擔 當 ス.以 後發 育 ノ進 ム

ニ伴 ヒ兩者 ハ全 ク内頸動脈 トシテ其 ノ分 布領域 ニ

向 ツテ伸長 シ分枝 ス.

第3動 脈 弓竝 ニ ソレヨ リ頭方 ニ存 スル 背部大 動

脈 ガ發生後 退化 スル コ トナク殘存 シ其 ノ儘 内頸 動

脈 ヲ形成 スル コ トニ關 シテハ,其 ノ動物 ガ腹部 大

動脈 ヲ有 スル カ否 力ニ關 セズ又第2動 脈 弓 ノ腹部

殘痕 ガ外頸 動脈 ノ基礎 トナル カ否 カニ關 セズ哺乳

類 一般 ノ通 則 トシテ決 定的事 實 ナルガ如 シ.動 脈

弓 ノ發 生學 上囂 々 ノ議論 ノ中 ニア リテ コノ 事 實 ノ

ミハ些 ノ異 論 モナク全 クCarotisbogenノ 名 ニ背

カズ.

5. 総 頸動脈

第3階 梯 マデ ノ胎 兒 ニ於 テハ總 頸動脈 ト思 シキ

モ ノヲ全 ク缺如 スルモ第4階 梯 ニ至 リテ左側 ノ外

頸動脈 ト第3動 脈 弓 トハ非常 ニ短 カケ ドモ共 同 ノ

幹 ヲ有 ス.然 レ ドモ尚 ホ右 側 ニ於 テハ認 メ ラレズ.

以後外 頸動脈 ト第3動 脈 弓 トノ共 同 ノ 幹 ヲ ナ ス

Saccus arteriosusノ 頭方 部ハ非 常 ニ緩漫 ニ伸 長

シ第7階 梯 ニ至 リテ始 メテ著 明 ナル 血管 トシテ認

メラルル ニ至 ル.第8階 梯 ニ至 リテ第3動 脈 弓ガ

完 全 ニ内頸動 脈 トナル ニ及 ンデ該共 同幹 ハ益 々其

ノ長 サ ヲ増 シ此處 ニ漸 ク總 頸動脈 ノ形體 ヲ整 ヘル

ニ 至 ル.第4第5第6階 梯 ニ於 ケ ル 總 頸 動 脈 ハ 其

ノ 部 ヲ形 成 スルSaccus arteriosusガ 伸 長 スル ニ

非 ズ シ テ 第3階 梯 ノ 胎 兒ヨ リSaccus arteriosus
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ノ頭方 面 ニ淺 溝 ヲ生 ジ來 ル ガ爲 ニ第3,第4動 脈 弓

間 ノ腹方 ニ於 ケ ル 距 離 即 チ第3第4動 脈 弓間 ノ

Saccus arteriosusガ 其 ノ儘總 頸動脈 トナ レルガ

如 キ所見 ヲ呈 シ,第7階 梯及 ビ夫 レ以下 ノ階梯 ニ

於 テハ總 頸動 脈 ヲ形 成 セルSaccus arteriosusノ

頭方 部 ガ伸長 セ リト見 ルベ キ所 見 ヲ呈 ス.即 チ二

十 日鼠 ニ於 テハ總 頸動脈 ハSaccus arteriosusヨ

リ形 成 セ ラル.

元 來外 頸動脈 ガ腹 部大動 脈 ヨリ形 成セ ラル ト確

信 ゼル一派 ハ第3,第4動 脈 弓間 ノ背 部大動脈 ガ其

ノ儘 殘 リテ總頸 動脈 ヲ形 成 ス ト信 ジタ リ.即 チ二

十 日鼠 ニ於 テハ從來 ノ説 ト相容 レズ,O. Llorca

ハ豚 胎兒 ニ就 テ檢索 シ(1934)總 頸動脈 ハ第2動

脈 弓 ト第3動 脈 弓 トノinterstitielle Wachstum

及 ビ其 ノ起 始部 ノVerschmelzungニ ヨ リテ生ズ

トセ リ.即 チ外 頸動脈 ニ關 シ テハ豚 胎兒 ト二十 日

鼠胎 兒 トハ軌 ヲ一 ニスル モ總 頸動 脈 ニ關 シテハ相

違 セル所見 ヲ呈 ス.

6. 第4動 脈 弓,大 動脈 弓竝 ニ無 名動脈

第4動 脈 弓ハ第2階 梯 ノ胎兒 ニ於 テ初 メテ見 ラ

レ左右 同大 ナ ルモ第3階 梯乃 至第4階 梯 ノ胎兒 ニ

於 テハ 右側ハ 左 側 ヨ リモ強大 トナ リ再 ビ左 右 同大

トナ リ以後左 側 ガ活溌 ナル 發育 ヲナ スニ反 シ右 側

ハ其 ノ發育兎 角遲 レ勝 ニ シ テ第12階 梯 ニ至 リテ

ハ 左右 ノ比ハ 著 シク大 トナ レリ.

左 右 ノ第4動 脈 弓ハ 第8階 梯 ニ至 リテ第3,第4

動脈 弓間 ノ背部 大動脈 ガ退化 消失 スル ニ至 リテ心

臟 ト尾方 ノ背 部大 動脈 トヲ連 絡 スル ノ ミ トナ リ頭

方 ノ血 管 トノ連絡 ヲ失 フ.右 第4動 脈 弓ハ鎖 骨下

動脈 以下 ノ右 背部 大動脈 ガ退 化 スル ニ伴 ヒ其 ノ發

育 ハ左 側 ニ比 シテ著 シク緩 漫 トナ リ第10階 梯 ニ

至 リテ右 背部 大動 脈 ノ該 部 ガ消失 スル ニ至 レバ全

ク右 鎖 骨下動脈 ノ起首部 ヲ擔 當 スル ニ至 ル.左 第

4動 脈 弓ハ右 側 ニ反 シテ急速 ニ發 育 シ第10階 梯 ニ

至 リテ右 第4動 脈 弓ガ鎖 骨下動脈 トナル ニ及 ビテ

益 々強 大 トナ リ左心 室 ト背 部大 動脈 ヲ連絡 ス ル

唯 一 ノ經 路 トナ リ第12階 梯 ニ 至 リ テハDuctus

Botalliノ 消失 ノタメ心 臟 ト背部 大動 脈 ヲ繋 グ唯

一 ノ要 路 ヲ分擔 シ左總 頸動脈 ヨリ尾方 ノ大動脈 弓

ノ一部 トナ レ リ.

外頸 動脈 及 ビ第3第4動 脈 弓 ノ共 同幹ハ第3階

梯 ノ胎兒 ニ於 テハ全 ク認 メラ レズ 第4階 梯 ノ胎兒

ニ至 リテ僅 ニ認 メ得ル短 大 ノ幹 トシテ存 シ第5階

梯 以下 ノ胎 兒 ニ於 テハ 明 カニ指 摘 シ得 ルニ至 ル,

外 頸動脈 ガ第3動 脈 弓 ト共 ニ總 頸動脈 ヲ形成 スル

ニ至リ該共同幹ハ第4動 脈弓ト總頸動脈 トノ共同

幹 トナ ル,爾 後 第4動 脈 弓 ト同樣 ニ左 側 ハ急 速 ナ

ル發 育 ヲ遂 ゲ右 側ハ緩 漫 ニ 發 育 シ 第10階 梯 ニ至

リテ右第4動 脈 弓 ガ右 鎖骨 下動脈 トナル ニ及 ビ右

該共 同幹 ハ全 ク無 名動 脈 トナル.反 之左 側ハ 益 々

發 育 シ テ 弧状 ニ背方 ニ彎 曲 シ以 テ 左總 頸動脈 ヨ

リ起 首側 ニ位 ス ル 大動脈 弓 ヲ形成 セ リ(第1項

Saccus arteriosusノ 部參 照).

第3第4階 梯 ニ於 テ認 メタル ガ如 ク右 第4動 脈

弓 ガ左 側 ニ比 シテ強大 ナル事 アルハ時 折文 獻 ニ散

見 スル 處 ナ リ.

右第4動 脈 弓 ガ鎖 骨下 動脈 ヲ形成 スル コ トニ關

シテハ諸 家 ノ一 致 セル見解 ナル ガ如 シ.O. Llorca

ハ豚胎兒 ニ於 テ右第4動 脈 弓及 ビ第4動 脈 弓 ト第

6ノSegmentalarterieト ノ間 ニ存 スル背部 大動

脈 ハ鎖骨 下動脈 ノ起始 部 ヲ形 成 ス ト述 ベ タ リ.

又 大動脈 弓 ニ 關 シ テハ,氏 ハ動脈 幹 ノ大 動脈 部

(Aortenteil)及 ビ左第4動 脈 ヨ リ形 成 セ ラル トセ

リ.左 第4動 脈 弓ガ殘存 シテ大 動脈 弓 ノ一部 ヲ形

成 スル コ トニ關 シテモ諸 家 ノ所 見何 レモ符 合 スル

ガ如 シ.二 十 日鼠 胎兒 ニ於 テハ無 名動 脈ハSaccus

arteriosusヨ リ形成 セラ レタル モ人 胎兒 ニ於 テハ

從 來右 側 ノ腹 部大動脈 ヨリ形成 セ ラ ル ト サ レ タ

リ.然 レドモCongdonニ ヨ レバ 無 名動脈 ハ腹部

大 動脈 ヨ リハ 發生 セズ,心 臟 ノ降下 ノタ メ第3第

4動 脈 弓 ノ起始 部 ガ密 ニ相 隣接 シ テ發 シ 後 ニ至 リ

テ始 メテ同一 ノ血管 ヲ形成 シ テ無 名動脈 ヲナス ト

述 ベ タ リ.豚 ニ於 テモO. Llorcaニ ヨレバ右 第4動

脈 弓 ト總 頸動脈 トノinterstitielle Wachstumニ
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ヨ リテ 生 ズ ル ナ ラ ン ト セ リ,Hoffmannモ 同 ジ

ク 豚 ニ 於 テArteria brachiocephalica (Arteria

anonyma)ノ 形 成 ニ ハ 右 第4動 脈 弓 ト總 頸 動 脈 ガ

關 與 スル ト述 ベ タ リ.即 チ 二 十 日鼠 ニ 於 ケ ル 所 見

ト全 ク 相 違 ス.然 レ ドモ 同 ジ ク豚 ニ於 テ モHeuser

ニ ヨ レバBrachiocephalicハSaccus arteriosus

ノ頭 方 部 ノdirect outpushingニ ヨ リ テ形 成 セ ラ

ル トシ,Hoffmannト 其 ノ 見 解 ヲ異 ニ ス.又W.

S. Hammondハ 牛 胎 兒 ニ就 テSaccus arteriosus

ノ根 部 ハ 大 動 脈 幹 ノ一 部 ヲ形 成 シ末 梢 部 ハArteria

branchiocephalica(無 名 動 脈)ノ 形 成 ニ關 與 スル

ト述 ベ タ リ.

7. 吻合 枝(第5動 脈 弓)

檢 索 ニ用 ヒ タ ル12ノ 胎 兒 中3例 ニ於 テ吻合 枝

ヲ見 ル.即 チ第2階 梯,第6階 梯,第7階 梯 ノ3

胎兒 ニ シテ第2階 梯 ノ胎兒 ニ於 テハ右 第4動 脈 弓

ノ末梢 部 ト右 背部 大動 脈 ノ第4第6動 脈 弓間 ノ部

ヲ繋 ギ後兩者 ニ於 テハ何 レモ左 側 ノ第4第6動 脈

弓 ノ末 梢部 ヲ連絡 ス.第7階 梯 ノ胎兒 ニ於 テハ右

側 ニ於 テモ同樣 ノ吻合 枝 ヲ見 ル,之 等3胎 兒4條

ノ吻合 枝 ハ何 レモ第4動 脈 弓或 ハ第6動 脈 弓 ト連

絡 シ其 ノ位 置的 關係 ヨ リシテ第5動 脈 弓 ノ感 ヲ抱

カ シ ム.殊 ニTandler等 モ述 ベ タルガ如 ク第5動

脈 弓ガ其 ノ起始 部竝 ニ走向 ニ關 シ テハ全 ク種 々デ

アル點 ヲ想起 スル時特 ニ其 ノ感 ヲ深 ウセ シム.

Locyハ 哺 乳類 ノ第5動 脈 弓 ヲ其 ス走向 ニ ヨ リ

テ次 ノ如 ク分 類 セ リ.

1. 第4動 脈 弓ニ發 シ テ第4動 脈 弓ニ終 ル(人

間)

2. 第4動 脈 弓 ト肺 動脈 弓 トヲ結 ブ(豚,鼠)

3. 動脈 幹 ニ發 シテ大動 脈 ノdorsale Wurze

ニ注 グ(家 兎)

4. 動脈 幹 ヨリ肺動 脈 弓ニ至 ル.

即チ 二十 日鼠 ニ於 テ認 メダル吻合技 ガ若 シ 第5

動脈 弓 ナ リ トセバLocyノ 第2型 ニ入 レ得 ン.

文獻 ニ見 ル哺乳 類 ノ第5動 脈 弓ハ非常 ニ多數 ニ

上 リノ其 位置,走 向竝 ニ發生時 期 ニ關 シテハ全 ク

千 差萬別 ト言 ハ ン モ過言 ニ非 ザ ル 状態 ニア リテ

現 ニ尚 ホ新 シキ第5動 脈 弓ガ發見報 告 セ ラ レツツ

ア リ.斯 クノ如 ク多數 ノ第5動 脈 弓 ニ關 シテ個 々

ノ性状 ヲ二十 日鼠 ニ於 ケル吻合 枝 ト對 照 シ テ云 々

スル ノ煩 雜 ヲ避 ケ總 テノ研究者 ガ承 認 スル點 ヲ擧

グ レバ 「第5動 脈 弓ノ走向,位 置竝 ニ形 成時 期 ハ

個 々 ノ胎 兒 ニ ヨ リテ異 ナル」 ノ一語 ニ盡 キ ン.之

ト同意義 ノ言葉 ハTandler, D.M. Golubニ ヨ リ

テモ用 ヒラレタ リ.

然 レ共 血管 系 ニ於 テハ 多 クノ吻合枝 ヲ見,又 所

謂Gefassinselヲ 見 ル.然 ラバ 之等 吻合枝 及 ビ

Gefassinselト 第5動 脈 弓 トハ何 ヲ標準 トシテ區

別 スル ヤ.D.M. Golubハ8.0mmノ 人 胎兒 ニ於

テ未 ダ嘗 テ報告 セ ラ レザ ル第5動 脈 弓 ヲ認 メテ之

ヲ發表 シ之 ガ單 ナル 吻合枝 又ハGefassinselナ ラ

ザ ル コ トヲ述 ベ併 セテ雜然 タル第5動 脈 弓ニ關 シ

テ或 ル 規 格 ヲ與 ヘ タ リ.即 チLocyノ 分 類 ニ ヨル

第3型 ヲ除 キ テハSchlundtascheノTeilungs-

erscheinungヲ 伴 フ モ ノ ノ ミヲ第5動 脈 弓 トシ テ

認 ム ト言 フ私見 ヲ發表 セ リ.Golubノ コノ見解 ニ

從 ヒテ二十 日鼠 ノ吻合枝 ヲ檢 討 スル ニ該 吻合枝 ハ

Schlundtascheニ ハ何等 ノ關 係 ヲ有セ ズ單 ニ第5

動 脈 弓 ノ現 ルベ キ位置 ニア リテ兩血 管 ヲ結合 スル

ノ ミナ リ.依 テ吾 人ハ單 ニ位 置的觀 點 ノ ミニ立 脚

シ テ該 吻合枝 ヲ第5動 脈 弓 トハ見做 シ難 シ,又 コ ノ

見 解 ニ從 ヒテ今 日マデ ニ第5動 脈 弓ナ リトシテ報

告 セラ レタルモ ノ ヲ再讀 スル ニ屡 々Schlundta-

scheト ノ關係 ノ明記 ヲ缺 ケ リ.余 ガ檢索 シ得 タル

130箇 ノ二十 日鼠胎兒 中1例 タ リ トモ 斯 クノ如 キ

規格 ニ準 ジ得ル吻 合枝 ヲ見 ズ.又Golub以 外 ニ第

5動 脈 弓ニ對 シテ與 ヘ ラ レタル規 格 ヲ知 ラズ.尚

ホHammondガ 牛 胎兒 ヲ檢 索 シテ得 ラル次 ノ結

論 ヲ附記 ス.

「第5動 脈 弓ハ犢 ニ於 テハ發生 セ ズ
,而 シテコ ノ

者ハ4肚 嚢 ヲ有 スル哺 乳類 ニ於 テハ 其 ノ存 在極 メ

テ疑 問ナ リ ト信 ズ」 ト,

8. 第6動 脈 弓及 ビ肺動脈
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第6動 脈 弓ハ第2階 梯 ニ於 テ始 メテ見 ラル ルモ

尚 ホ狹小 ニシテ殊 ニ其 ノ尾半部 ハ纎 細 ナ リ.第3

階梯 ニ至 リテ尾方 部 モ根 部 ト同大 トナ リ始 メテ其

ノ中央部 ヨリ肺動脈 ヲ起 始 セ シメ タ リ.以 後第6

動脈 弓 ガ強大 トナル ニ伴 ヒテ右肺 動脈ハ漸 次根 部

ニ移動 ス,從 ツテ右第6動 脈 弓ノ右肺動脈 分岐部

ヨ リ根 部ハ漸 次短縮 シ尾方部 ハ伸 長 ス,左 肺動 脈

ハ 右側 ヨ リモ其 ノ移 動緩 漫 ナ リ.第6階 梯 ニ至 リ

動脈 幹 頭部 ガ分 離 スルヤ肺動脈 ヨリ起首 側 ニ位 ス

ル第6動 脈 弓ハ肺動脈 幹 ニ吸 收 セ ラ レ左 肺動脈 ハ

著 シク移 動 シ テ漸 ク形成 セ ラ レタ ル肺 動脈 幹 ノ

末 梢部 ニ近接 シ同時 ニ右 肺動 脈 モ移動 ス.第7階

梯 トナ リテ動脈 幹分離 ガ完成 スルヤ兩肺 動脈 ハ全

ク肺 動脈幹 ト第6動 脈 弓 トノ移行 部 ニ於 テ相隣接

シ テ發 スル ニ至 ル.第6階 梯 ヨ リ退化 シ始 メタル

右 第6動 脈 弓ノ肺動脈 ヨ リ末 梢 ノ部ハ第8階 梯 ニ

至 リテ一部 消失 シ テ肺 動脈幹 ニ其 ノ殘痕 ヲ留 ムル

ニ至 リ第9階 梯 ニ至 リテハ全 ク影 ヲ留 メズ,肺 動

脈 幹 ハ其 ノ末梢 端 ニ 於 テ 左右 ノ 肺動脈 ヲ起始 セ

シ メ,左 第6動 脈 弓 ノ肺動 脈 ヨ リ末 梢部 ハ 即チ

Ductus Botalliニ 移行 シ テ左 背 部大動脈 ト連絡

ス.Ductus Botalliモ 其 ノ後 漸次 退化 シテ第11

階 梯 ニ至 リ テハ 非常 ニ狭 小 トナ リ第12階 梯 ニ於

テハ全 ク消 失 シテ殘痕 ヲモ留 メズ.即 チ左 第6動

脈 弓モ肺動脈 ヨリ起首 側 ニ位 スル 部ハ動脈 幹分離

ニ際 シテ肺 動脈 幹形成 ニ參與 シ テ吸收 セ ラ レ末梢

部 ハ退 化消失 シ全 ク影 ヲ沒 セ リ.

第6第7兩 階梯 ニ於 テ見ル ガ如 ク右第6動 脈 弓

ガ退化 シツ ツモ其 ノ長 サ ヲ伸長 シ來 ルハ恐 ラク動

脈 幹分 離 ニ際 シ肺動脈 幹ハ大 動脈 幹 ヨ リモ左 側 ニ

位 置 スル ニ至 ル ガ タメナ ラ ン.

以上述 ベ タル が如 キ第6動 脈 弓竝 ニ肺 動脈 ノ發

生經 過 ハ全 クBremerガ 家兎 ニ於 テ檢索 シタル ト

全 ク 同樣 ニ シテ又 多 クノ研究者 ニ ヨリテ承 認 セ ラ

レタル處 ナ リ.Bremerハ 上述 ノ如 ク左右 相對 的

ニ發 生 セ ル肺動脈 ガ漸次 相寄 リテ遂 ニ肺 動脈 幹 ヨ

リ左右 相竝 ビテ發 生 スル ニ至 ル コ トニ關 シテハ次

ノ如 ク説 明 セ リ(1902)即 チ心臟 ノ沈 下 ノタ メ兩側

ノ第6動 脈 弓 ノ根 部ハ相接 近 シテ竝 行 ノ經過 ヲ ト

ル ニ至 リ遂 ニ融 合 シテ長 キ肺 動脈 幹 ヲ作 ル ニ至 リ

肺 動賑ハ相 隣接 シテ發 スル ニ至 ル トセ リ.Bremer

以 後肺 動脈 ノ斯 クノ如 キ發生經 路 ヲ巧 ニ説明 セル

ヲ見 ズ.又 異論 ヲ知 ラズ.

9. 左 右背部 大 動脈

左背部 大動脈 ガ發 生初 期 ヨリ退化 スルコ トナク

發 育 シテ殘存 スル コ トニ關 シテハ各 研究者 ノ等 シ

ク認 ムル處 ニ シテ右 鎖骨 下動脈 以下 ノ背 部大動脈

竝 ニ右第3,第4動 脈 弓間 ハ部 ガ退化 消失 スル コ ト

ニ關 シテモ異論 ナキ ガ如 シ.只 余ハ第8階 梯 ニ於

テ見ル ガ如 ク第3第4動 脈 弓間 ノ背 部大 動脈 消失

ニ際 シテ其 ノ中央 ヨリ消失 シ始 メ尾方 ヨ リモ頭方

ニ向 ツテ ヨ リ急 速 ニ消失 シ テ行 ク ナ ランコ トヲ想

像 スル ノ ミ.

10. 無 名動脈 幹

最 後 ノ階梯 ニ於 テ見 ラル ル如 ク無 名動脈 ト左總

頸 動脈 ハ非常 ニ短 キ共 同幹 ヲ有 ス.寧 ロ共 同幹 ト

言 ハ ン ヨ リモ其 ノ部 ノ大動 脈 弓ガ2動 脈 間ニ於 テ

ノミ頭方 ニ向 ヒテ肥 大セル ガ如 キ感 ヲ有 ス.成 體

ノ二十 日鼠血管 系 ニ關 シテ記載 セ ラ レタル ヲ見 ル

ニ或ハ無 名動脈 幹 ヲ有 ス トセ ラ レ或 ハ 有 セズ ト記

載 セ ラ レ全 ク一 致 セズ.余 ハ之 ヲ明 カ ニセ ンガタ

メ成育 セル二十 日鼠 ヲ解體 檢索 セル ニ無 名動脈幹

ハ 非常 ニ短 ク成 書 ハ記 載不 一致 ヲ肯カ シムル ガ如

キ 短幹 ナ リ.第11階 梯以 後無 名動脈 ト左總 頸動

脈 ガ相倚 リ遂 ニ無 名動 脈幹 ヲ形成 スル コ トニ關 シ

テハD.M. Golub等 ノ説 ケル ガ如 ク心臟 ノ沈 下

ニ ヨリテ兩者ハ相 接近 シ遂 ニ其 ノ起 始部 ニ於 テ融

合 シ短幹 ヲ形成 スル ニ至ル モ ノナ ラン.

以上10項 目ニ分チ テ二十 日鼠胎 兒 ニ於 ケ ル 大

動脈 弓竝 ニ其 ノ分枝 ノ發生 ニ關 スル檢 索所見 ヲ總

括 考案 セル ニ2, 3ノ 決 定的事 項 ヲ除 キテハ總 テ或

ハ甲論 ト一致 シ或 ハ 乙論 ト相容 レズ全 ク區 々 タル

感 ヲ深 ウセ シム.コ レ恐 ラク哺乳類 ガ各 々其 ノ固

有 ノ發生 經過 ヲ辿 ルガ タメ ナラ ン ト想 像セ ラル.
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尚 ホD.M. Golubガ 哺 乳 類 ニ於 ケル 大 動 脈 弓 ノ

發 生 ヲ檢 索 シ テ得 タ ル 次 ノ結 論 ヲ附 記 ス.

Zwischen der Lage des Herzens
, der Brust-

korbform, des Niveaus des Aortenbogens, dem

Typus der Vom Bogen ausgehenden Gefasse

und der Aorterbogenform besteht bei den

Saugetieren eine gewisse Korrelation.

第5章 結 論

1) 二 十 日鼠 胎 兒 ニ於 テ ハ 腹 部 大 動 脈 ヲ 有 セ

ズ 總 テ ノ 動 脈 弓 ハ 動 脈 幹 ノ 膨 大 部 タ ルSaccus

arteriosusヨ リ起 始 ス.

2) 第2動 脈 弓 ノ腹 方 殘 痕 ハ 外 頸 動 脈 ノ基 礎 ト

ナル.

3) 第3動 脈 弓竝 ニ夫 レヨリ頭 方 ニ存 スル背 部

大 動脈 ハ内 頸動脈 トシテ殘存 ス.

4) 總頸 動脈 ハSaccus arteriosusヨ リ形成 セ

ル ラ.

5) 無 名動 脈 モ亦Saceus arteriosusヨ リ形 成

セ ラル.

6) 右第4動 脈 弓ハ右鎖 骨下動脈 ノ起 始部 トシ

テ殘 存 ス.

7) 大動脈 弓 ノ左總 顎動脈 ヨ リ超 首 側ニ シテ,

Saccus arteriosusヨ リ末梢 ノ部 ハ左 第4動 脈 弓

ヨ リ形 成 セ ラル.

8) 鰓 弓ニ關係 アル第5動 脈 弓ニ遭遇 セズ.

9) 左第6動 脈 弓 ノ肺 動脈起 始部 ヨ リ末 梢 ノ部

ハ其 ノ儘Ductus Botalliヲ 形 成 スル モ遂ニ ハ消

失 ス.

10) 肪動脈 ハ其 ノ發生初 期各 々第6動 脈 弓 ノ中

央 ヨ リ左右相 對 的ニ發生 スル モ後 第6動 脈 弓 ノ

distalノ 部ハ消失 シ起 首側 ノ部 ハ肺動脈 幹 ニ吸收

セ ラ レ遂 ニ左右 相隣接 シテ肺動脈 幹 ヨリ發 スル ニ

至ル.

擱筆ニ臨ミ終始御懇篤ナル御指導ト御校閲

ヲ賜ハリシ恩師敷波教授ニ對シテ滿腔ノ謝意

ヲ表シ併セテ廣島文理科大學動物學教室阿部

教授ノ御厚志ヲ萬謝ス.
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Aus dem Embryologischen Laboratorium des Anatomischen Institutes der Med. Fakultat Okayama

(Vorstand: Prof. Dr. J. Shikinami).

Studien uber die Entwicklung des Aortenbogens und seiner Aeste

bei den Mammalien, besonders bei Mausembryonen.

Von

Dr. Toshimi Ito.

Eingegangen am 16. November 1939.

Unter Leitung von Herrn Prof. Dr. J. Shikinami hahe ich Untersuchungen uber die

Entwicklung des Aortenbogens und seiner Aeste bei Mausembryonen mit Hilfe der

Born-Peter'schen Modellierungsmethode angestellt und folgende Ergebnisse erzielt.

1) Bei der Maus findet sich keine Spur der Aorta ventralis, und alle Arterienbogen

entspringen aus dem Saccus arteriosus.

2) Der ventrale Rest des 2. Arterienbogens bildet den Ursprung der Art. car. ext.

3) Der 3. Arterienbogen bleibt als proximaler Teil der Art. car. int. zuruck.

4) Die Art. car. comm. entwickelt sich aus dem Saccus arteriosus.

5) Die Art. anonyma entwickelt sich ebenso aus dem Saccus arteriosus.

6) Der rechte 4. Arterienbogen bleibt als Art. subclavia dext. zuruck.

7) Der Teil des Aortenbogens, welcher proximal von der Art. car. comm. sin. ge-

lagert ist, entwickelt sich aus dem Saccus arteriosus, dagegen geht der distale Teil des

Aortenbogens aus dem linken 4. Arterienbogen hervor..

8) Bei der Maus findet sich nicht der auf die Kiementasche bezugliche 5. Arterien-

bogen.

9) Der Teil des linken 6. Arterienbogens, welcher distal von der Art. pulm. gelagert

ist, bleibt als Ductus Botalli zuruck, aber verschwindet schliesslich.

10) Die beiden Aa. pulmonales entwickeln sich im fruheren Stadium symmetorisch

aus der Mitte des 6. Arterienbogens, aber im weiteren Verlauf kommen sie nebeneinander

aus dem Truncus pulmonalis. (Autoreferat)
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